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(57)【要約】
　本発明は、以下のステップを有する義歯の作製方法に
関する。置換すべき歯とその周辺のデータを検出するス
テップ；あらかじめ作製された義歯部分のデータを備え
るデータバンクを作成するステップ；置換すべき歯およ
びその周辺の記録されたデータに基づき、機能的理由お
よび/または美的理由および/または安定性の理由から不
適切である義歯部分を除外するステップ；使用すべき義
歯部分を選択するステップ；患者の歯に通常の配置規則
にしたがい組み込まれた義歯部分の周辺を、画像ソフト
ウエアを使用して仮想的に表示するステップ；該当する
歯を仕上げし、場合によりインプラントを挿入した後で
、患者の口腔内の実際状況のデータを検出するステップ
；選択された義歯部分と、仕上げ後の実際状況のデータ
との整合性を検査するステップ；選択された義歯部分を
、仕上げ後の実際状況のデータにしたがい変更するステ
ップ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下のステップを有する義歯の作製方法：
・置換すべき歯とその周辺のデータを検出するステップ；
・あらかじめ作製された義歯部分のデータを備えるデータバンクを作成するステップ；
・置換すべき歯およびその周辺の記録されたデータに基づき、機能的理由および／または
美的理由および／または安定性の理由から不適切である義歯部分を除外するステップ；
・使用すべき義歯部分を選択するステップ；
・患者の歯に通常の配置規則にしたがい組み込まれた義歯部分の周辺を、画像ソフトウエ
アを使用して仮想的に表示するステップ；
・該当する歯を仕上げし、場合によりインプラントを挿入した後で、患者の口腔内の実際
状況のデータを検出するステップ；
・選択された義歯部分と、仕上げ後の実際状況のデータとの整合性を検査するステップ；
・選択された義歯部分を提供するステップ；
・選択された義歯部分を、仕上げ後の実際状況のデータにしたがい変更するステップ。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、
　選択された義歯部分の周辺および／または該義歯部分の配置を仮想的に表示し、変更す
る方法。
【請求項３】
　請求項１または２記載の方法であって、
　選択された義歯部分は、CAD法で変更される方法。
【請求項４】
　請求項１から３までのいずれか一項記載の方法であって、
　選択された義歯部分と、仕上げ後の実際状況のデータとの整合性が存在しない場合、整
合性が達成されるように変更が提案される方法。
【請求項５】
　以下の手段を有する義歯の作製システム：
・置換すべき歯とその周辺のデータを検出する手段；
・あらかじめ作製された義歯部分のデータを備えるデータバンク；
・置換すべき歯またはその周辺のデータに基づき、機能的理由および／または美的理由お
よび／または安定性の理由から不適切である義歯部分を前記データバンクから除外する手
段；
・義歯部分を、前記データバンクに残った義歯部分から選択する手段；
・患者の歯に通常の配置規則にしたがい組み込まれた、選択された義歯部分とその周辺を
仮想的に表示する手段；
・該当する歯を仕上げし、場合によりインプラントを挿入した後で、患者の口腔内の実際
状況またはモデルに基づく実際状況のデータを検出する手段；
・選択された義歯部分と、仕上げ後の実際状況のデータとの整合性を検査する手段；
・選択された義歯部分を、仕上げ後の実際状況のデータにしたがい変更する手段。
【請求項６】
　請求項５記載のシステムであって、
　周辺を仮想的に表示された、選択された義歯部分を変更する付加的手段を有するシステ
ム。
【請求項７】
　請求項５または６記載のシステムであって、
　仮想的に表示された、選択された義歯部分の配置を変更する付加的手段を有するシステ
ム。
【請求項８】
　請求項５から７までのいずれか一項記載のシステムであって、
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　前記選択された義歯部分を変更する手段はCADシステムであるシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、義歯の作製方法および作製システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　クラウン、ブリッジ、部分義歯、または総義歯である義歯は、外部エンベロープと、通
常はフレームを含む周辺部分からなる。外部エンベロープは美的要求を満たさなければな
らず、また外部エンベロープは歯に応じた機能通りの発声を可能にする。周辺部分は、義
歯が患者の口腔内に恒久的にまたは取り出し可能に、しっかりと係留されるように構成し
なければならない。
【０００３】
　従来の義歯は個別のハンドメードである。プランニングおよび作製は、準備された歯か
ら出発して外部エンベロープへと行われる。外部エンベロープは、フレームを備える周辺
部分が作製されて初めて完成される。
【０００４】
　義歯を提供すべき患者は次のようなフェーズを経験する。まず既往歴が記録され、それ
に所見記録が続く。続いて診断と治療法選択が行われる。その後に、衛生フェーズとプレ
プロセテックな前処理をともなう本来の治療が開始される。これらの前処理が終了すると
、固有のクラウンまたはブリッジのプラニングと作製により、部分義歯または総義歯を提
供するプロセテック作業を開始することができる。
【０００５】
　クラウン義歯およびブリッジ義歯を実現する際には、患者での仕上げの前であって、成
形およびモデル作製の後にギプスモデルで見本仕上げを行うのが現在までは通常のことで
ある。どのような形態で暫定体の作製をプラニングしているかに応じて、義歯の表面加工
の前にアルジネート成形体、またはシリコーン成形体、深絞り加工されたフォイル、また
はシャーレ暫定体を完成しなければならない。さらに仕上げの前にカラー選択を実行して
おくことが推奨される。
【０００６】
　仕上げの際には複数のポイント、例えば歯髄の保護、歯周炎の保護を考慮しなければな
らない。そして材料科学的要因、構造的要因、および美的要因を考慮して保持形態および
抵抗形態を達成する。
【０００７】
　研磨された歯根の表面加工および清浄に続いて、最終的成形が行われる。続いてラボで
モデルが作製される。固定義歯と取り出し可能義歯を組み合わせる際には、例えば以下の
方法が適用される。
【０００８】
　まず仕上げモデルと内部クラウンが作製される。クリニックでは内部クラウン（一次ク
ラウン）の試装着と、固定成形が行われる。次のステップでラボでは構造モデルとレジス
タステンシルが作製される。その後、顔つきアーチの転移、顎関係の決定、およびモデル
モンタージュが再びクリニックで行われる。ラボではこれに基づいて、歯配置がワックス
で行われ、この歯配置がクリニックで試装着される。続いてラボでは外側クラウン（二次
クラウン）と接続フレーム（三次構造体）が作製される。フレームの造形と加工は第一に
美的観点から行われる。したがってフレームはできるだけ精巧であり、かつ同時に長寿命
であるよう構成される。フレームの満足のいく寸法は実際には確実に制御できない。
【０００９】
　金属フレームにセラミック物体を据え付ける場合には、それらの熱膨張係数を相互に整
合しなければならない。この据付けは、セラミック粉体を滅菌水と混合し、このようにし
て得られたスラリーをブラシにより処置すべき面に塗布することにより行われる。セラミ
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ック物体は部分毎に順次積層される。構築された型は個別の歯科技工士の熟練度に依存す
るものであるが、この型は続いてセラミック炉内で相応の温度で焼成される。結果物は、
とりわけ複数の歯を含む構造体の場合、同じように再現可能ではない。
【００１０】
　次に接続フレームは、最終的な歯配置とともにクリニックのワックスで再度試装着され
る。
【００１１】
　同じセッションで、美的処理も行うことができる。義歯の機能的かつ美的なエンベロー
プは最終加工ステップで得られ、プラニング時に前もって予測することはできない。また
は非常に制限的な予測しかできない。続いて表面が機械的に研磨される。最後に義歯は公
知の方法にしたがい組み込まれる。
【００１２】
　現在まで使用されているこの方法の欠点は、義歯が内側から外側に構築され、したがっ
て外側の美的エンベロープが最終ステップで初めて設定されることである。患者、歯科医
師、および歯科技工士は、完成した義歯がどのように見えるかイメージすることができな
いか、または非常に曖昧にしかイメージできない。なぜなら、結果が歯科技工士の職人的
熟練度に大きく依存しているからである。とりわけ患者は、安定性および機能性に反する
エステティックの問題を考慮する際に、根拠となる決定を下すことができない。さらに公
知の方法は、順次実行すべき多数の個別のステップからなり、患者は長期間、暫定体で生
活しなければならず、多数回の試装着を行わなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の課題は、結果を予測できるように義歯を迅速に作製できる方法を提供すること
である。さらに本発明の課題は、この方法を実施することのできるシステムを提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この課題は、以下のステップを備える義歯の作製方法により解決される。
・置換すべき歯とその周辺のデータを検出するステップ；
・あらかじめ作製された義歯部分のデータを備えるデータバンクを作成するステップ；
・置換すべき歯およびその周辺の記録されたデータに基づき、機能的理由および／または
美的理由および／または安定性の理由から不適切である義歯部分を除外するステップ；
・使用すべき義歯部分を選択するステップ；
・患者の歯に通常の配置規則にしたがい組み込まれた義歯部分の周辺を、画像ソフトウエ
アを使用して仮想的に表示するステップ；
・該当する歯を仕上げし、場合によりインプラントを挿入した後で、患者の口腔内の実際
状況のデータを検出するステップ；
・選択された義歯部分と、仕上げ後の実際状況のデータとの整合性を検査するステップ；
・選択された義歯部分を提供するステップ；
・選択された義歯部分を、仕上げ後の実際状況のデータにしたがい変更するステップ。
【発明の効果】
【００１５】
　さらに本発明によれば、置換すべき歯とその周辺のデータが検出される。これは、作製
すべき義歯に該当するすべての歯を含む。したがってブリッジのための錨歯も含む。この
検出は通常の方法にしたがい、例えばモデルに基づいて行うことができる。周辺は、顔面
形態学、およびそこから導かれた顔枠から合成され、歯の選択と配置に対して決定的であ
る。これは例えばClaude Rufenacht著："Grundsaetze der aesthetischen Integration",
 Quintessem, Berlin 2000 に記載されており、これらの関係が詳細に示されている。
【００１６】
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　顔面構造では、美的な特異性および個人差に依存しないで、咬合ラインと交差する垂直
中央ラインが固定した大きさを形成する。骨格構造の広がりに相当する顔枠全体と、感覚
器官、目、鼻、口の周囲の前庭枠の関係から、年齢に起因する歯の配置が読み取れる。
【００１７】
　次に使用すべき義歯があらかじめ作製された義歯部分から選択される。このためにデー
タバンクには、あらかじめ作製された義歯部分のデータがファイルされている。このよう
な義歯部分は例えば通常の工場で作製され、市販されているポリクロム製義歯とすること
ができる。しかし歯のエナメル質を模倣する材料(プラスチック、セラミック、または他
の適切な材料)からだけなる義歯部分とすることもできる。
【００１８】
　次のステップで、検出された義歯部分のうち記録された実際状況のデータに基づいて幾
何学的に不適切な義歯部分がデータバンクから除外される。これは例えば過度に大きい、
または過度に小さい歯である。
【００１９】
　このために必要なデータは、周辺の検出時に検出される。これは例えば画像識別手段に
よって行うことができる。そこから定評のある規則を用いて、データバンクに存在する義
歯部分のどれがこの規則にしたがい設置でき、どれができないかを導き出すことができる
。後者は除外することができる。しかしこの規則の正確な内容は、本発明の実施に重要で
はない。周辺データと義歯部分のデータを相互に関連付ける規則であればここでは十分で
ある。
【００２０】
　次にデータバンクから除外されなかった義歯部分から使用すべでき義歯部分が選択され
る。不適切な義歯部分をデータバンクから除外した後に残る義歯部分の外側エンベロープ
は技術的観点からはすべて適するものであり、データバンクに含まれている規則に従い予
選択されたものであるから、基本的に任意のいずれの組合せも使用することができる。こ
の選択は半自動的に行うことができる。
【００２１】
　これに続いて、選択された義歯部分が患者の歯に通常の配置規則にしたがい仮想的に組
み込まれ、周辺が検出されたデータに基づき画像ソフトウエアによって表示される。患者
はすでにこのフェーズで、選択された義歯が完成と調整後にどのように見えるかを認識す
ることができる。患者が結果に満足しない場合、義歯部分の他の組合せを選択し、結果を
表示することができる。
【００２２】
　オプションとして選択された義歯部分の外側エンベロープも、美的に許容できる結果に
達するまで仮想的に処理することができる。同じようにオプションとして、選択された義
歯部分の配置を変更することができる。
【００２３】
　本発明によれば、置換すべき歯を仕上げ、場合によりインプラントを挿入した後の患者
の口腔内の実際状況のデータを検出する。この検出も通常の方法にしたがい、モデルに基
づいて行うことができる。
【００２４】
　引き続き、選択された義歯部分と、仕上げ後の実際状況のデータとの整合性を検査する
。このステップでは、選択された義歯部分が、仕上げ後に存在する実際状況で使用できる
ように加工処理できるか否かが検査される。これらのデータに整合性があれば、選択され
た義歯部分が作製される。この義歯部分は、仕上げ後の実際状況のデータにしたがい変更
される。
【００２５】
　このために義歯部分を加工処理し、および/または従来の下部構造、例えばフレームを
設けることができる。したがって先行ステップでの整合性検査では、存在する実際状況の
観点で必要な加工処理において残りの材料強度が十分であるか否か、ないしは必要なフレ
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ームに対して十分なスペースがあるか否かについても検査される。最小層厚、接続強度、
および配置構成に関する技術的要求は材料仕様ISO規格に記載されており、そのために引
用する。
【００２６】
　選択された義歯部分の周辺寸法が、実行された仕上げと合致しなければ、使用すべき義
歯部分を選択するステップが繰り返される。択一的に仕上げを後処理することができ、こ
の方法は単に、仕上げ後の実際状況を記録するステップから繰り返される。
【００２７】
　本発明の方法の利点は、義歯の形成が従来技術では通常のように内側から外側に向かっ
て、すなわち準備された歯から外側エンベロープに向かって行われるのではなく、外側エ
ンベロープから準備された歯に対して適合されることである。これにより義歯をあらかじ
め作製された義歯から、モジュール原理にしたがい簡単に完成することができる。第１の
ステップでは歯の外側エンベロープが設定されるから、到達すべき結果を迅速に可視化し
、判定することができる。患者は、治療実行後の自分の外見を前もって見ることができる
という手段を初めて手にする。さらにプラスチック製の、患者の暫定的サプライ品を、記
録されたデータにより安価に形成することができる。
【００２８】
　作製すべき義歯の形式に応じて別のコンポーネント、例えばブリッジ用のフレーム構造
が必要な場合、このようなコンポーネントも同様に整合性検査の流れで考慮することがで
きる。
【００２９】
　義歯部分が歯のエナメル質を模倣する材料からだけなる場合、所要のフレームの外側デ
ザインは天然象牙質の形状と構造を模倣する。
【００３０】
　オプションとして、計算で求められたデータをそのようなエレメントのために記憶する
ことができる。このようにすれば義歯のすべてのコンポーネントを引き続き直接作製する
ことができる。このことは、義歯の安定性と寿命に責任のあるフレームが任意に手工的に
作製されるのではなく、客観的な設定にしたがって作製されることを保証する。さらに患
者はプラニングフェーズでも、選び出した義歯の美的効果を判定することができる。
【００３１】
　選択された義歯部分は、有利にはCAD法で変更される。
【００３２】
　整合性検査のステップで、選択された義歯が仕上げ後の実際状況のデータと整合しない
ことが判明する場合、整合するための変更を提案することができる。すなわち、歯の別の
仕上げ、他の配置等を提案することができる。
【００３３】
　前記方法ステップの順番は、必然的に連続するステップを除いて任意に選択することが
できる。
【００３４】
　本発明の課題はさらに、以下の要素を含む義歯の作製システムによって解決される。
・置換すべき歯とその周辺のデータを検出する手段；
・あらかじめ完成された義歯部分のデータを備え得るデータバンク；
・置換すべき歯またはその周辺のデータに基づき、機能的理由および／または美的理由お
よび／または安定性の理由から不適切である義歯部分を前記データバンクから除外する手
段；
・義歯部分を、前記データバンクに残った義歯部分から選択する手段；
・患者の歯に通常の配置規則にしたがい組み込まれた、選択された義歯部分とその周辺を
仮想的に表示する手段；
・該当する歯を仕上げし、場合によりインプラントを挿入した後で、患者の口腔内の実際
状況またはモデルに基づく実際状況のデータを検出する手段；
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・選択された義歯部分と、仕上げ後の実際状況のデータとの整合性を検査する手段；
・選択された義歯部分を、仕上げ後の実際状況のデータにしたがい変更する手段。
【００３５】
　このような手段により、前記の方法を実施することができる。
【００３６】
　このシステムは、あらかじめ作製された義歯部分のデータがファイルされているデータ
バンクを有する。
【００３７】
　このシステムは、置換すべき歯とその周辺のデータを検出する手段と、患者の歯に通常
の配置規則にしたがい組み込まれた義歯部分とその周辺を仮想的に表示する手段を有する
。
【００３８】
　さらにこのシステムは、周辺のデータに基づき、機能的理由および／または美的理由お
よび／または安定性の理由から不適切である義歯部分を前記データバンクから除外する手
段を有する。
【００３９】
　データバンクから義歯部分を選択するために同様に相応の手段が設けられている。
【００４０】
　置換すべき歯を仕上げ、場合によりインプラントを挿入した後で、患者の口腔内の実際
状況を検出するために、このシステムは相応の手段を有し、同様に選択された義歯部分と
仕上げ後の実際状況のデータとの整合性を検査する手段も有する。相応の比較アルゴリズ
ムにより、選択された義歯部分が周辺部分で、仕上げ後の状況に適合可能であるか否かを
決定することができる。これが通常の基準、例えば安定性を利用したものではない場合、
オプション手段を設けることができる。このオプション手段は、必要な適合を表示する。
これは、例えばさらなる仕上げ、配置の変更、または択一的な材料である。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】美的分析において、置換すべき歯の周辺の種々の側面を静的および動的に考慮す
る様子を示す概略図である。
【図２】顎関節相関決定とモデルの作製後、ならびに顎関節相関どおりにモデルが、例え
ば咬合器に配向された後にどのように見えるかを示す概略図である。
【図３】暫定的サプライ品を作製するためにシステムにより提案された外形が相応する物
理的配置から取り出され、CNNマシンに取り付けられた様子を示す概略図である。
【図４】暫定的サプライ品を作製するためにシステムにより提案された外形が相応する物
理的配置から取り出され、CNNマシンに取り付けられた様子を示す概略図である。
【図５】図５ａは既製の橋脚歯を示し、図５ｂは個別化された橋脚歯を備える下顎モデル
を、舌から見て右側方から左側方への断面で示す。図５ｃから５ｆは、下顎のサプライ品
のために作製された義歯部分を示す概略図である。
【図６】上顎に義歯を設ける様子を示す概略図である。
【図７】個別部分をモデルに嵌め込んだ後での完全な義歯を、右側方、正面、および左側
方で示す概略図である。
【図８】組み立てられた義歯を示す概略図である。
【図９】本発明の択一的実施例を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　添付図面を参照した例には、本発明の方法およびシステムの実施例とその利点が示され
ている。
【００４３】
　40歳女性患者の出発所見は、マルチカリエスと歯周炎に起因する欠陥であり、この欠陥
は垂直および水平の甚だしい硬組織欠損の原因ともなっていた。
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【００４４】
　この患者は、金属を使用しないインプラント型義歯を希望した。
【００４５】
　前処理の目的は組織を治癒することであり、広範囲の外科的手段（自己腸骨稜移植、軟
組織コンディショニング、および状況に起因して可能なインプラントの最終的挿入）を採
用することができるようにすることであった。
【００４６】
　置換すべき歯とその周辺のデータを検出するために、顎関節相関検出レジスタにより水
平および垂直顎関節相関が検出され、これが復元可能であるように符号化された。該当す
る歯の実際状況のデータは、患者のモデルによりスキャンされた。
【００４７】
　このシステムは、データバンクで使用可能なあらかじめ作製された義歯部分のデータか
ら不適切な義歯部分を除外して、使用可能な義歯部分を提案し、配置を提案した。ここで
は周辺の記録されたデータが考慮され、顔面の美的要因および機能的要因が例えばルーフ
ェナハト(Rufenacht)の法則にしたがい検出され、配置が相応に提案された。このために
患者は画像システムにより顔面と左右両側がデジタル撮影される。システム側にファイル
されたデータにより、咬合ラインと横接続ラインが求められた。ラテラル記録によって、
そこから相応の平面が発生された。同様に、関連の垂直ラインが発生された。（中央ライ
ン、犬歯の軸位置が配置されるライン）。
【００４８】
　画像システムによって、前記提案された結果を可視領域に画像として表示することがで
きる。
【００４９】
　配置提案は患者の同意により変更することができる。歯の唇ライン、笑いライン、およ
びプロフィールに対する比率および配向を口腔内でコントロールすることができる。
【００５０】
　この時点で、美的結果（義歯の外側エンベロープ）が仮想的に可視であり、十分に予測
することができる。
【００５１】
　マスタモデルの成形および作製後に、このマスタモデルが顎関節相関検出に相応して具
現化され、同様にスキャンされる。
【００５２】
　このデータに基づいて、暫定的サプライ品が作製された。このサプライ品も将来の義歯
の外側エンベロープを表す。使用された暫定的サプライ品はその外形および色の点ですで
に最終結果を示す。このことは本発明の方法の特別の利点である。
【００５３】
　選択された完全セラミック義歯と実際状況のデータとの整合性を、仕上げ後に検査する
際に、金属のない完全セラミックフレームによるプラニングは安定性の理由から下顎では
不可能であることが判明した。したがって、使用可能な自由空間が非常に狭いことが測定
されたので、金属フレームがプラニングされた。この金属フレームはわずかな構造高さで
十分な安定性を保証する。相応の義歯が、この変更にしたがい交換された。
【００５４】
　患者にはこの変更、ならびに変更の必要性が告知され、プラニングの変更に対する理解
を得た。これらエラー源はフレームの作製前に有利に排除することができる。主観的に手
工で削減される変化、およびこれと結び付いたフレームデザインの脆弱化が回避される。
【００５５】
　この時点で関連するすべてのデータが検出されているから、システムは所属の義歯部分
のデザインを計算することができる。このデータにより種々のフライス盤、研磨機、ない
しは電気メッキ機械で、一次構造体、中間構造体、二次構造体を作製し、ならびに選択さ
れたプラスチック未加工歯の内部適合を行うことができる。
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【００５６】
　図１ａから１ｄは美的分析において、置換すべき歯の周辺の種々の側面を静的および動
的に考慮することを示し、そこから歯を配置するための規則が得られる。
【００５７】
　顔面構造では、美的な特異性および個人差に依存しないで、咬合ラインと交差する垂直
中央ラインが固定した大きさを形成する。
【００５８】
　骨格構造の広がりに相当する顔枠全体と、感覚器官、目、鼻、口周囲の前庭枠の関係か
ら、年齢に起因する歯の配置が読み出される。幾何学的フィギュアについての、システム
に起因する仮想的様式が、最適の顔面プロポーションを求めるために使用される。このた
めに使用されるプログラムは、顔の感覚受容器は前庭枠の上縁部および下縁部に対して平
行に配置されているという事実を利用する。同様に、外側眼縁部から外側口唇縁部に引か
れたラインは外側垂直境界ラインに平行に延在するという事実も利用される。上側咬合ラ
インも前庭枠の水平境界ラインおよび横接続ラインと平行に延在するから、プログラムは
口を開けたときに見える下側咬合ラインを求めることができる。垂直には犬歯の軸方向が
、顔面枠の垂直ラインに対して平行から異なっていても良い。さらに「黄金分割」の法則
にしたがい、側方門歯と中央門歯に対する面積を求めることができる。
【００５９】
　そこから生じた、方法に起因する配置の仮想表示がシステムを設定する。なぜならプロ
グラムは種々の刊行物に記載された規則を含んでおり、適用することができるからである
(例えばClaude Rufenacht著: Grundsaetze der aesthetischen Integration, Quintessen
z, Berlin 2000 参照)。このことは患者と協議し、システムに起因する義歯部分バンクの
枠内で対処することができる。このようにして、達成すべき義歯サプライ品の結果、すな
わち外側エンベロープを美的および機能的に予測することができる。
【００６０】
　図２ａと２ｂは、顎関節相関決定とモデルの作製後、ならびに顎関節相関どおりにモデ
ルが、例えば咬合器で配向された後にどのように見えるかを示す。または適切なプログラ
ムと方法にしたがい、モデルとそれら相互の関係をスキャンし、前もって得られた患者デ
ータと相関した後にどのように見えるかを仮想的に示す。
【００６１】
　図３ａ、４ａ、３ｂ、および４ｂから分かるように、暫定的サプライ品を作製するため
にシステムにより提案された外形が相応する物理的配置から取り出され、CNNマシンに取
り付けられる。このCNNマシンは、輪郭のデータにより既存の歯構造ないしはインプラン
ト構造に、内径のフライス加工ないし研磨加工により内部適合を施す。外面で行われた変
更のデータは、外面を形成するために、ならびに外面をフライス加工ないし研磨加工によ
り仕上げ限界に適合するために使用される。暫定的サプライ品を組み入れることができる
。この暫定的サプライ品は第１ステップでの処理結果に相当する。
【００６２】
　相互に配向された上顎モデルおよび下顎モデルの自由空間からの歯サプライ品に対する
絶対的寸法が得られ、同時に外側エンベロープも確定するから、支持構造体（フレーム）
を構築することができる。個々の可能な材料に関連する最小強度は、ISO規格から得られ
るデータにしたがいシステムにファイルされている。したがってこの方法ステップでは、
使用される材料をまだ変更することができる。図２ａは、上顎インプラントregio6と下顎
インプラントregio6との間の後部領域に、セラミック製のフレームに対する十分なスペー
スがないことを示している。
【００６３】
　このシステムは、相応して別の解決手段を提案する。この場合はチタンからなるフレー
ム（図５ｃ、ｄ）は格段に小さな構造高さしか必要とせず、したがってここに適する。患
者は、完全な金属フリーの解決手段を受け入れることはできないので妥協しなければなら
ない。
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　図５ａは既製の橋脚歯を示し、図５ｂは個別化された橋脚歯を備える下顎モデルを、舌
から見て右側方から左側方への断面で示す。図５ｃから５ｆは、下顎のサプライ品のため
に作製された義歯部分を示す。
【００６５】
　図５ｅの製造的にあらかじめ作製されたポリクロム製の外側クラウンの外側フィギュア
は、暫定的サプライ品の外側フィギュアに相当する。外側クラウンの内側切欠部は、その
材料に起因する最小壁厚ならびにフレーム構造体の幾何形状を考慮する（図５ｄ）。
【００６６】
　上顎（図６ａ）には取り出し可能な１つの義歯だけを設けることができるから、ここで
は面倒なフレーム構造を選択すべきである。図６ｃは、酸化ジルコン製の一次構造体を示
す。この一次構造体は、酸化ジルコンブロック（図６ｂ）からフライス加工され、口腔内
でインプラントにねじ留めされる。
【００６７】
　固定ねじ留めされた部分の上で取り出し可能な部分の保持を保証する正中構造体が純金
から、規定された厚さで電解析出される（図６ｄ）。一次フレームに手工で簡単に適合し
た後、完全なフィッティングを予測することができる（図６ｅ）。
【００６８】
　同時に他のCNNマシンで二次構造体が酸化ジルコンから作製される（図６ｆ）。図６ｉ
の、製造的にあらかじめ作製された外側クラウンは、暫定的サプライ品からの下顎サプラ
イ品の外側フィギュアにほぼ相当する。内部切欠部は祖の材料に起因する最小壁厚と、フ
レーム構造体（一次部分、中間部分および二次部分）の積み重ね程度を考慮する。
【００６９】
　図７ａから７ｃは、個別部分をモデルに嵌め込んだ後での完全な義歯を、右側方、正面
、および左側方で示す。
【００７０】
　組み立てられた義歯（図８ａと８ｂ）は患者を驚かさない。この義歯は、最初のステッ
プでプラニングされ、記録された予測、ならびに患者が途中で装着した一時的サプライ品
に相当する。
【００７１】
　択一的にあらかじめ作製された義歯部分は、歯のエナメル質を模倣する材料だけから作
製することができる（図９ａ）。この場合、フレーム構造体は歯の象牙質の構造および形
状を模倣する。共通して、外側フィギュア(外側エンベロープ)と支持構造体（この場合、
模倣された天然象牙質構造の外側フィギュアとともなう）の補足が得られる。相互に結合
して、ブリッジを準備された歯の残根に固定することができる（図９ｃ）。
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